
東北地域における

大豆をめぐる事情

令和５年９月 東北農政局生産振興課



１ 作付面積

⚫東北地域は、作付面積ベースで全国の約１/4を占める大豆の一大産地であり、宮城県と秋田県で東北の過半数となっている。

資料：農林水産省大臣官房統計部「作物統計」

大豆の地域別及び東北県別の作付面積の割合（R４年産）
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２ 収穫量

⚫東北地域の大豆の収穫量は、全国の約1/5を占めており、宮城県と秋田県で東北の過半数となっている。

大豆の地域別及び東北県別の収穫量の割合（R４年産）

資料：農林水産省大臣官房統計部「作物統計」
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資料：農林水産省大臣官房統計部「作物統計」

３ 作付面積の推移（東北地域）

⚫水田作大豆の作付面積は、生産調整（昭和44年～平成29年）において転作作物として位置づけられたことから、
米の生産調整面積の影響を大きく受けてきた。

⚫大豆の作付面積は、近年は横ばいで推移していたが、４年産は前年比で6.2%増加している。

東北地域の大豆作付面積の推移
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資料：農林水産省大臣官房統計部「作物統計」

⚫東北各県の近年の作付面積は、概ね横ばいで推移してたが、令和4年産は前年比最大8.1％増加している。

４ 作付面積の推移（東北各県）

青森県 5,390ha（R4） 岩手県 4,８４０ha（R4） 宮城県 11,900ha（R4）

秋田県 9,420ha（Ｒ4） 山形県 4,910ha（Ｒ4） 福島県 1,410ha（Ｒ4）



５ 平均収量の推移（東北地域） ＊平均収量：直近７か年のうち最高及び最低を除いた５か年の平均値

東北地域、九州地域及び全国の平均収量の推移

資料：農林水産省大臣官房統計部「作物統計」

⚫東北地域の平均収量は全国と比べて20～30kg/10a程度低く、H20年以降は140kg/10a前後で推移している。
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資料：農林水産省大臣官房統計部「作物統計」

６ 平均収量の推移（東北各県）

⚫近年の大豆の平均収量は、宮城県を除いては全国平均と比べて低水準で推移している。

＊平均収量：直近７か年のうち最高及び最低を除いた５か年の平均値
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資料：農産物検査結果（翌年３月末日現在）

７ 農産物検査結果（東北）

⚫令和４年産の１・２等級（上位等級）比率は、青森県・秋田県・山形県が全国を下回ったが、他の3県は全国並又は上回った。

⚫令和４年産の主な品位格付理由（２等、３等及び規格外）は、形質、しわ粒である。
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８ 品種（東北）

⚫東北地域では、各県で主力品種が異なり、多種多様な品種が作付けされている。

⚫近年では、岩手県で「リュウホウ」が、宮城県で「ミヤギシロメ」が、福島県で「里のほほえみ」が増加している。

東北地域の作付品種の割合（Ｒ3年産）

資料：農林水産省農産局穀物課調べ（各県のデータを積み上げて作成）

東北各県の主な品種と作付割合（Ｒ3年産）
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資料：各県への聞き取り
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９ 品種特性

品種名
用途 ◎：主な用途

加工適性 栽培特性
煮豆 納豆 豆腐 味噌

リュウホウ ○ ◎ 白目で百粒重が30g以上
豆腐や煮豆の加工適正に優れる

長所 倒伏しにくく、莢もはじけにくい
ダイズシストセンチュウ抵抗性「強」

短所 東北南部で発生するダイズモザイク病
（Ｃ、Ｄ系統）には抵抗性がない

おおすず ○ ◎ 長所 豆腐加工適性に優れる
粒が大きく、風味・柔らかさに優れ、煮豆にも適す

長所 茎が短く倒伏しにくい
短所 東北南部で発生するダイズモザイク病

（C、Ｄ系統）には抵抗性がない

ミヤギシロメ ◎ ◎ ◎ 大粒白目で百粒重が40g以上ある
種皮色が黄白で外観品質が優れる

長所 生育が旺盛で節数が確保しやすく多収
短所 立枯性病害、ダイズシストセンチュウに弱い

タチナガハ ◎ ○ 長所 大粒で裂皮の発生が少なく、煮豆に適す
短所 蛋白質含有率が中程度で豆腐の歩留まりが低め

小粒化した子実は、蛋白質含有率が低下する傾向

長所 倒伏しにくく着莢位置が高い
紫斑病抵抗性「強」

短所 ダイズモザイク病抵抗性「中」
ダイズシストセンチュウ抵抗性「弱」

タンレイ ◎ 長所 豆腐加工に適し、食味が良い 長所 倒伏しにくく、密植栽培に向く
短所 ダイズモザイク病抵抗性「中」

ダイズシストセンチュウ抵抗性「弱」

里のほほえみ ○ ○ ◎ ○ 外観品質は「エンレイ」「スズユタカ」より良好
粗蛋白質含有率は「エンレイ」並の「高」、粗脂肪含有率「中」
豆腐、味噌、煮豆等の加工適正は「適」

ダイズシストセンチュウには「エンレイ」と同様に弱いの
で、過度の連作やセンチュウ被害の発生履歴があるほ場
での栽培を避ける必要がある

シュウリュウ ○ ○ ◎ ○ 子実は白目で、粒大は百粒重が30g以上の「大粒の小」
しわ粒の発生が「リュウホウ」より少ない
豆腐、煮豆、味噌などの加工に適す

長所 ダイズモザイクウイルス抵抗性「強」
収量が安定して多い

短所 ダイズシストセンチュウに弱い
ベンタゾン液剤（茎葉処理除草剤）に感受性

あやこがね ◎ ○ 長所 「スズユタカ」「エンレイ」並に豆腐加工に適す
淡色味噌、赤味噌のどちらにも向く

長所 ダイズモザイク病抵抗性「強」、褐斑粒が少ない
倒伏が少ない

短所 ダイズシストセンチュウ抵抗性「弱」

エンレイ ◎ ○ 長所 タンパク質含有率が高く、豆腐に適す
淡色味噌、赤味噌のどちらにも向く

短所 ウイルス病発生地帯では褐斑粒が発生

長所 栽培適地が広い、晩播適応性あり
短所 ダイズモザイク病抵抗性「中」

大豆シストセンチュウ抵抗性「弱」

資料：農林水産省「国産大豆の品種特性～加工適性と栽培特性～」（令和５年３月）



⚫令和3年産の東北の主要品種の収穫後大豆入札取引の平均落札価格は、山形県の里のほほえみ、宮城県のミヤギシロメが
9,300円台。東北の入札取引価格は全産地・品種の平均9,709円を下回っている。

10 入札取引価格（東北）

資料：公益財団法人日本特産農産物協会

 「産地・品種別落札数量・平均落札価格」

 ＊農産物規格規程上の産地銘柄に該当しない

大豆を含む

東北地域の産地・品種別の収穫後大豆入札取引に係る落札価格の推移
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11 単収の向上に向けて

⚫東北地域において、排水対策、除草作業、防除作業の実施率は近年９割を超えているが、単収は低迷している。

⚫近年の大豆の低収には、地力低下や病害虫等が影響している。この要因として、有機物施用が不十分なこと、大豆作付頻
度が増加していることなどが関係していると報告されている。

⚫多収を実現している生産者は、ブロックローテーションによる連作回避と併せて、堆肥の施用や緑肥の導入に取り組んで
いる場合も多く、地力の維持に努めている。

排水対策実施率
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東北地域の大豆の単収および各作業実施率の推移

資料：平均収量は農林水産省大臣官房統計部「作物統計」
 各作業実施率は農林水産省農産局穀物課調べ
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注：「大豆・麦等生産体制緊急整備事業」
大豆・麦の低収要因解明に向けた調査より

低収要因 栽培条件

大豆の低収要因調査結果



「東北地域の大豆優良事例集」について

東北地域は、作付面積で全国の約４分の１を占める一大産地です。

しかし、単収は年次変動が大きく、長年にわたり、全国平均を下回っています。

そこで、生産者の取組改善に資する情報提供の一環として、過去の全国豆類経

営改善共励会における受賞組織の情報を更新した東北の大豆生産組織の優良

事例集を作成しています。

大豆は、収量・品質を確保することで収益を上げることができる作物であり、国産

需要の高まりにより増産も期待されています。

「東北地域の大豆優良事例集」が、皆様の経営改善の一助になれば幸いです。

「東北地域における大豆をめぐる事情」のページの下に掲載しています。
URL：https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/daizu/attach/pdf/index-7.pdf

https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/daizu/attach/pdf/index-7.pdf
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